























政策情報学部教授 箕 原 辰 夫
の学部の創設のときに奔走され, 今となっては必要以上に高邁な理念などの策定に
も関わられていたが, 秋元先生と同じ肺癌でまだこれからという働き盛りのときに



























研究は, 国文学を卒業され, たぶん学士入学されて, 仏文の方に行かれたのだと思
う, その卒業論文の頃から, 一貫してテオフィル・ゴーティエを研究されていたこ
とがわかる｡ ゴーティエに関しては, お書きになられた論文を拝読するだけで, 私
自身はあまりよくわからない｡ しかし, ゴーティエを終えられた後の吉岡実, レオ
ン＝ポオル・ファルグについては, その詩文も含めて伝えるところ, あるいはそれ
が秋元先生の語り口を通して伝えられるものについて, かなり共感することができ
る｡ これは私だけでなくて, インターネットで調べると, 秋元先生の語り口のファ
ン, それは主に著作の読者であるが, かなりおられるというのがわかる｡ 秋元先生
の所属の学会などを見ると ｢西脇順三郎の会｣ というのが目に入る｡ 秋元先生御自
身では, 西脇順三郎についての著作はまとまった形では残されていないが, その会
において, 講演〈吉岡実と西脇順三郎〉というタイトルでお話をされたらしいとい






遣い方が, 凡人の感性とはまったく異なる｡ 特にこの二人については, 言葉の遣い
方が私に言わせれば ｢非常に厳しい｣ ものであり, その言葉を表面的な羅列として
読んだり聞いたりしただけでは, 難解な内容のものであるような印象を受ける｡ そ
の中で, 秋元先生の独特の柔らかい語り口で詩の周辺にまつわる話を静かにして下
さる｡ そうして, 読者には, その言わんとしている情景が彷彿としてくる｡ このよ
うな詩人の言葉を静かに凡人に伝える研究者がいなくなったのは, 我々の文化にお
いて大きな喪失以外の何者でもないような気がしてくる｡ 詩人そのものだけなく,
その伝道者においても, 詩人並みの ｢ことば｣ に対する鋭敏な感性が必要である｡
秋元先生の著作を読めば, 秋元先生自身が ｢ことば｣ の鋭敏な遣い手であったこと
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ラムの改訂があり, このとき秋元先生は ｢言語と記号｣ という科目名から, この
｢ことばと記号｣ という科目名に変えられた｡ この名前の変更の由来は気になって
はいたが, ｢言語｣ を ｢ことば｣ という ｢ひらがな｣ にしたことは個人的には高く
評価していた｡ しかし, 内実の変化もあったことはつい近年になってから知ること
になる｡ 2004年のシラバスを見てみると, そこで秋元先生は ｢ビジュアルポエム｣
を扱うという形で内容を変えているのだ｡ これは秋元先生の評論の対象領域でもあ




として科目名を ｢言語と記号｣ から ｢ことばと記号｣ に改めたのも担当者の妥当な
判断であるように思える｡
個人的には, ビジュアルポエムで思いつくのは, マラルメ (Stéphane Mallarmé)
や構成主義のタイポグラフィで有名なエル・リシツキー (El Lissitzky) などであ
るが, 秋元先生は授業回数の最初の方では, そのような有名どころも扱っていたの
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だろう｡ しかし, シラバスのその後の項目に出てくるのは, 日本人の名前ばかりで
ある｡ 最後の方の, 2009年のシラバスから紐解いてみよう｡ 福富保男, 北園克衛,
萩原恭次郎, 高橋昭八郎, そして中川千春といった人々の名前が連なっている｡ た
とえば, 北園克衛については, 秋元先生の評論の中にもある｡ つまり, 秋元先生は
自分の研究成果の一部を大学の授業内容として開示してくれていたのではないかと
思えるのである｡ 他の人として, 高橋昭八郎氏は, 秋元先生が寄稿していた同人誌
『gui』 (｢ギ｣ と読む) の表紙を飾っている｡ 毎回タイポグラフィを用いた面白く,













このシラバスの内容から, ｢この科目も言語思想論もいらない｣ とされた｡ これを
覆すのにかなり骨を折った｡ ビジュアルポエムに関しての無理解・無関心から, こ
の ｢ことばと記号｣ という科目が不必要だと思われたのである｡ 自分たちの研究や
授業だけが重要で, 他の分野の研究に無関心になるということが学部の風潮になっ
た結果, 学生のために工夫を凝らしたこの授業内容がまったく気にいらなかったの
である｡ なんとか, この科目を残すことができたが, つまらない政局政治みたいな
状況の配下において, この科目の名前を ｢社会と記号｣ という窮屈な名前に変容あ
るいは異化してしまった｡ 秋元先生への ｢ことば｣ に対する真摯な鋭敏性に対して,
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尊敬の念が少しでもあれば, このような顛末には到らなかったのではないだろうか｡
詩人としての秋元先生は, 『ユルトラ・バルズ』 の2009 Autumn vol.16に認められ
た ｢詩三篇｣ が一番印象に残る｡ 夫人によると, 近年に発表された詩については,
いずれも ｢詩三篇｣ とし, いつかはまとまった作品集にするつもりであったという

























先生のように｡ そして, その秋元先生にもファンが存在し, これからも彼らの詩作
の世界を継承してくれるように思える｡ 弔辞を詠まれた中川千春氏もまったく同じ
ことを述べておられるが, あと数年, 秋元先生に詩作の時間が与えられるべきであっ
たと思う｡ また, 秋元先生にフィクションを書いてもらいたかったという声も聞か
れる｡ 梶井基次郎が本格的な小説を書き切る前に他界してしまったことを嘆く人が
多いのと同様に, 秋元幸人の本格的な詩作・小説執筆のための時間をあと少しだけ
でも欲しかった｡ 形式的で時間だけを拘束する雑務などで煩わせたくはなかった｡
その時間を自由な創作のために使って欲しかった｡ このことが悔やまれてならない｡
ミサはレクイエムの形式であるから, 最後にフォーレのレクイエムの典礼の ｢Libera
me｣ という曲から引用して次のようなことばでお別れの辞としたいと思う｡
Libera illum, Domine.
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